






































ミュニケージョンをはかることが困難であるのmedira，Evans， Grais， Cohen， Lo， Cooke， 



























ている(水元， 1999; Molter， 1979;村林・筒井， 1996;立石・福本・吉若・石井・羽嶋，
1998 ;山勢・山勢， 2000)。
医療スタッフが家族をとらえる見方には 2つあるとされている。 lつは「患者の背景として






(ター ナー ， 1999)。システム理論では、家族単位がどのような家族形態をとろうと、家族とは
家族の成員にとって、安全や資源やケアや保護の源を与えてくれるものであるとされている









ければならないが (Leske，1998; Patel， 1996)、それまでの自分のストレスに対する対処法
(コーピング方略〉だけでは処理しきれない状態となる(小松， 2003)。特に社会生活を送りな
がら危機状況を乗り越えなければならない家族は大変辛い状況に陥っており、より多くのサポー













































































つに、 FES(Fami1y Environmenta1 Scale)がある (Moos& Moos， 1981) 0 FESは家族が
集団として持つ心理・社会的特性を家族成員による認知と評価を通して測定するための尺度と
して開発された。この FESを用いた研究はすでに数多く、その応用分野も多岐にわたってい
る(野口他、 1991)0Moos & Moos (1981)は、家族の関係性において3つの下位因子、すな







においても指摘されている(広常， 1991;水元， 1999;村林・筒井， 1996; Pochard， Azou1ay， 
Chevret， Lemaire， Hubert， Canoui， Grassin， Zittoun， 1eGall， Dhainaut， & Schlemmer， 2001; 
Rukho1m， Bailey， Coutu-Wakulczyk， & Bai1y， 1991 ;立石他， 1998;山勢・山勢， 2000)。
ここで、家族が抱くニーズと不安との関連も報告されている。例えば、ニーズを満たすこと
が家族の不安の軽減につながるという指摘がある CChartier& Coutu-Wakulczykm， 1989)。
また、不安を特性不安と状態不安に分類したとき、ニーズは状態不安と関連があるという報告
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